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セルフサービスで販売しているユニーでは、容器包装の商品を販売し、また贈答などで包装を承れば紙やプラスチック製の包装を施します。
容器包装は商品の品質や衛生を保ち、手軽に安全に持ち運ぶ役割を担っています。
ところが、これら容器包装は家庭から排出されるゴミの50％にもなるといわれています。
ユニーでは容器包装を見直すことで、ゴミの削減、資源の節約、また容器包装由来のCO2の発生抑制を図っています。

レジ袋無料配布中止（有料化）への取り組み
　ユニーではノーレジ袋キャンペーンをお客様と一緒に推進してきましたが、自治体から「廃棄物削減･地球温暖化防止」を目的としたレジ袋使
用削減の要請があり、また消費者団体などからの要望もあって、2007年からレジ袋無料配布中止に取り組み始めました。2007年6月に横浜
市緑区ピアゴ中山店（旧ユニー中山店）で最初にレジ袋有料化を始めたところ、自治体や消費者との協働や周囲の同業他社の連携もなかった
ため、来店客が減少し売上が一時低迷、厳しいスタートとなりました。
　しかし、「今までと同じようにレジ袋の使い捨てを続けたら、未来の子供達にきれいな地球を残せない」とお客様に訴え、客数・売上は持ち直
しました。この反省を踏まえ、以降レジ袋有料化を実施するには、自治体や市民の皆様との合意のうえ、周囲の同業他社と連携し、地域全体
で取り組みました。後から実施した地域では大きな問題は起こりませんでした。

　レジ袋の削減が進み、次に取り組む容器包装削減に食品トレイを取り上げました。精肉や鮮魚、
惣菜などの販売に使用していますが、食品トレイはポリスチレン樹脂を発泡させた薄板をトレイ状
に形成したもので、水に強く保冷性があり生鮮食品の容器包装に適しています。ところが、最近
食品レジ近くのゴミ箱に、中身を出した後の食品トレイが捨てられていることが多くなってきまし
た。そこで食品トレイを使わない販売を継続的に実践して、お客様からのご意見や売り場の声を聞きながら、使
用削減にチャレンジすることにしました。
　2008年に名古屋市アピタ千代田橋店精肉売り場で、ポリ袋を使った販売を実験し、2011年春には名古屋市
ピアゴ清水山店でリーフパック（紙シートにラップを使った包装）で実験を行いましたが、今年は名古屋市緑区の
アピタ緑店でリーフパック商品を継続的に販売しています。
　トレイを使わない販売について、トレイ使用商品とリーフパック商品を購入されたお客様にアンケートを行い、お客様からの意見を聞きました。
また、この販売には、リーフパックのメリットや環境配慮へのメッセージをPOPやポスターにして売り場に掲示し、その効果も検証しました。こ
のPOPやポスターは「お買いもの革命」のリサーチャーズの皆さんに作成していただきました。

　スーパーで「買い物の持ち帰り用」にレジ袋を配布し始めたのは1960年代でした。薄くてじょうぶで水にも強いレジ袋は便利で、多くのスー
パーなどで使用され、社会に浸透していきました。ところが買い物に一度使えばほとんど捨てられるレジ袋は、家庭から出るゴミになってしまう
ことから「お買い物袋持参運動」が1980年代に始まり、マイバッグが環境にやさしいお買い物の象徴になりました。
　ユニーでは1989年から「お買い物袋持参運動」を開始、スタンプカードでお客様への参加を促しました。2001年からは「マイバッグキャン
ペーン」でさらに啓発を進めましたが、レジ袋辞退率はなかなか向上せず、2007年から無料配布中止（レジ袋有料化）とし、「ノーレジ袋キャン
ペーン」を展開しました。2012年6月時点で全店の約80％173店舗で実施し、1年間で約2億枚のレジ袋を削減しています。

●ノーレジ袋キャンペーン
●レジ袋無料配布の中止
●ばら売りなど、容器包装を使わない販売
●どうしても使用する容器包装の小型化・薄肉化
●トレイを使わない販売の検討
●贈答品などの簡易包装
●マイボトルやマグカップなどの利用促進

容器包装をできるだけ
使わない販売への取り組み

容器包装をできるだけ使わない販売への取り組み

レジ袋のように、お客様と一緒に
「使わなくてもよい容器包装」を削減する。

●リサイクルによる店頭回収
●再生資源として製品（トイレットペーパーなど）
　やベンチなどにリサイクル
●使用済みレジ袋を再びレジ袋にリサイクルする

使った後の容器包装を
廃棄物にしない取り組み

お客様が商品と一緒に持ち帰った
容器包装を回収し、再生資源にする。

●環境配慮PB商品eco!onの容器に
　バイオマスプラスチックを使用
●有料レジ袋にバイオポリエチレンを使用

サスティナブル（持続可能な）
原料を使った
容器包装への取り組み

限りある化石資源（石油）を使用せず、
繰り返し栽培可能な植物資源を原料にする。
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ノーレジ袋キャンペーン開始

レジ袋無料配布の中止

96店舗で無料配布中止

170店舗で無料配布中止

約73％の店舗で無料配布中止

四日市市・弥富市などの店舗が加わる
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※2008年にユーストアと合併し80店舗増える
※容器包装リサイクル法に基づき、財団法人容器包装リサイクル協会へ支払った委託金額

全社辞退率

地域の市民団体が支援してくださること。

地域の小売り事業者などが皆で参加すること。

1

2
3

「どちらの商品を購入しましたか？」 全員に「今後リーフパック商品を購入したいですか？」リーフパック商品を購入した方へ
「どうして購入しましたか？」

年度 枚数（単位：千枚）

2億7,322万円

2億9,729万円

2億7,978万円

2億2,272万円

1億6,655万円

1億6,154万円
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年度 委託金額重量（単位： ｔ） 備考

自治体・市民団体・事業者の三者がそれぞれ
の役割を果たすために、協議会を設立し充分に
話し合い、協定書を締結するよう努める。

自治体が、レジ袋削減は「廃棄物削減および地球温暖化
防止」のためであることを広く市民に知らせ、主体的に
取り組むこと。

レジ袋削減への取り組み

1

1

2 3

地域環境活動に寄付

レジ袋辞退率の推移 レジ袋使用量の推移 容器包装リサイクル法への対応（単位：%）

環境にやさしい容器包装

レジ袋有料化

トレイを使わない販売へのチャレンジ

　レジ袋以外の容器包装の削減のもう一つの提案が、「マイボトルを持つライフスタイル」です。
　2011年環境省の事業に横浜市が参加し、ユニーでは学生が多いアピタ戸塚店に給水機を
設置し、いつでもマイボトルに給水できるサービスを行っています。また、キャンペーンにはモ
ニター300名を募集し、eco!onオリジナルボトルを提供し、エコライフスタイルにチャレンジし
ていただきました。

マイボトルキャンペーン
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レジ袋有料化店舗拡大と辞退率向上

リーフパック売り場

モニター募集給水機

レジ袋表彰（白山市 松任店臼井店長）

レジ袋を無料配布しない地域では、1枚5円
で販売しています。購入していただいたレジ
袋1枚につき1円を地域の環境活動に寄付
しています。
■2011年度実績
　93市町　173店舗　24,022,496円

レジ袋削減のための取り組み
■お買い物袋持参運動開始
1989年に愛知県一宮市で「使用済みのレジ袋を再び使用しましょう」
という、お買い物袋持参運動を開始しました。

■レジ袋の無料配布中止
名古屋市緑区で、他のスーパーと一緒に
有料化を進めました。市民や市の職員も
一緒にキャンペーン活動をしました。

名古屋市緑区アピタ鳴海店

■マイバッグキャンペーン
2001年からは「何度も使えるレジ袋代わり
のマイバッグ」をスタンプカードと交換で差し
上げるマイバッグ
キャンペーンを始め
ました。

お買い物袋持参運動の説明を受ける
従業員（1989年11月、サンテラス一宮店）
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100%
（129人）

100%
（48人）

100%
（129人）

購入無し　0.8%（1人）

買いたくない
7.8%（10人）

今度買いたい
47.3%（61人）

他
42.8%
（21人）

ゴミが減る
39.6%
（19人）

かさばらない
16.7%（8人）

トレイ
37.2%
（48人）

リーフパック
62.0%（80人）

129人のお客様にアンケー
トを実施しました。リーフ
パックでの販売を知らな
かった方が31人いらっしゃ
いました。

他
14.7%
（19人） また買う

30.2%
（39人）

※2011年11月27日～ 2012年2月4日　アピタ緑店

「ゴミが減る」「かさばらな
い」という理由が大半で、
その他は「シートの上で切
ればまな板がいならい」「冷
凍にしやすい」「前に購入
してよかった」といものや
「なんとなく」「欲しいもの
がたまたまリーフパック
だった」などでした。

今後購入したい方は
77.5％でしたが、「買い
たくない」と答えた方は
「慣れているトレイの方
がよい」「破れそうで不
安」「肉汁が出そう」な
どがその理由です。
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